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地震の震源過程は、地震モーメント放出の時間変化を表す震源時間関数を推定することで議論されることが多

い。一般にM6以上の規模の大きな地震については詳細に震源過程が調べられることが多いが、中小規模の震

源時間関数を系統的に調べた研究は多くない。また地震ごとの破壊継続時間の違いについて、マグニチュード

との関係性は頻繁に議論されているが、例えば内陸地殻とプレート境界、スラブ内などの発生場所によるの違

いはあまり理解されていない。 

本研究では、地殻内地震として2008年岩手・宮城内陸地震の余震、プレート境界地震として茨城県南西部の

フィリピン海プレート上部境界の地震と千葉県北西部の太平洋プレート上部境界の地震、スラブ内地震として

宮城県沖のスラブ内地震（2003年宮城沖地震の余震）について、それぞれの領域で発生した3.7≦M≦3.9につ

いて、Yoshida(2019)の手法に従い時間領域繰り返しデコンボリューション法を用いて震源時間関数を求

め、そこから破壊継続時間を推定した。本講演では、各領域の相対的な継続時間の違いについてなど議論す

る。
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